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大震災に向けた船田町会の防災対策について

容>

はじめに

自主防災会の平常時のあり方
災害時における防災活動のあり方
各家庭で事前に準備してお<物
災審に備え、地域実態を把握します
災害時における船田町会自主防災会組織表

■はじめ‐に,|

3月 11日 に発生した東日本大震災以降、東北地方を中心に連続して余震が発生しています。そればか
りでな<、 長野や静岡を震源地とした新たな地震も発生し、不安を高めています。
6月 9日、政府の地震調査委員会は東日本人震災を契機にして、全国の活断層活動が活発となり、牛伏

寺断層(長野県)、双葉断層(福鵬県)、立川断層(東京都)での地震の発生確率が高まった可能性があると発
表しました。
政府の防災中央会議では、立川断層帯で地震が起きた場合は、東京を中心に最大で48万 棟が金壊し、

死者は6干 3百人にのぼると想定しています。同委員会では 「立川断層帯はもともと主要断層の中でも発
生確率がやや高いグループ」「これまでと同様に地震発生に備え、防災対策をとつてほしいJと よびかけ
ています。
こうした新たな状況をir」ぇるなかで、町会は定期総会の経緯をふまえ、7月 9日 に第 1回防災対策検討

委員会を開催して、船田町会の自主防災会の現状、平常時及び災害時における自主防災会の活動の基本的
な者え方、自主防災会の組織のあり方、対策本部の設置と役害」など、多角的に検討しました.引 き続き、
7月 23日 、8月 13日 に検討委員会を開催し、次の点について確認しあうことができました。不十分な
点についてはつ後の取り組みの中で克服していきますが、決定した事項は次のとおりですので町会の皆様
には大震災が起きた場合の対応についてぜひ事前に一読し、理解してお<ようにお願いいたします.

1撒 麟 効 輔 騰め翻 嚇 備

①「J3災に対する知識と′卜構えの啓豪活動の展開
④災害発生を抑制するための活動強化(家具の安全診断・固定、建物や塀の耐震診断)
◎防災訓練の実施(消火ヨ‖練、避難割‖練、救出救護割‖練、給水訓練)
④災害に備え地域実態の掌握(一人暮らし、要倉護者、避難場所の把握、危険箇所の把握、防災マップ
の作成)

◎防災資器材の点検と充実     ^
⑥会員の拡大と防災リーダーの養成
⑦各区長は、自主防災会の構成メンバーとして活動参力0

11熊書時産おける備災活動昴あり着

平常時の防災活動については、前記したように自主防災会が中心になつて行いますが、災害時には、
町会のすべての役員と自主防災会が一体となつて、組織的に対応してい<こ ととします。なお、災害時
に防災対策本部に携わる関係役員については、年度初めに任務と役割を明確にして責任体制を確立し、
問題の生じないよう意思統一を図つておきます。
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(1)町会は災害時に別紙のとおり災害対策本部を設置する。

(2)対策本部の役員の構成及びその任務と役割は次のとおり
本 部 長 町会長            ①ltR括責任者 ②市対策本部との連携

副本部長 扇」会長(6) 協力団体代表(8)① 本部長の補助 ②G区長との連絡調整

本 部 付 書記(2).1会計(1)民 生児童委員(2)自 主防災会 ①本部が行う全ての業務の補助

(3)各区長、組長の任務と役割は次のとおり '
区 長 ①区内の被害状況、安否の確認 ②避難場所への誘導 ③避難場所での住民への指示

④本部との連携

組 長 ①住民の安否確認・要弁護者への援助 ②給食綸水班の設置 ◎区への報告および情報
交換

(4)本部の中に5つ の班を設置する。 ()内 の○は担当責任者

情 報 班  (0副 会長 ・船田友愛針 自主防災会)

①町会内の人身・家屋等の被害状況の把握 ②防災機関から周辺の被害状況の把握

防 火 班 (0副 会長 ・防犯部 ・自主防災会)
①火災の警戒任務 ②初期消火活動(バケツリレーをはじめ各家庭の消火器を集め消火
活動)③飛び火の警戒 ④火災が発生した場合は消防機関への通報

救出救護班 (0副 会長・ひだまり会・自主防災会)
①救護所の設定、応急手当、安全地帯への搬送、医師の派遣要請 ②防災資器材を活
用し建物の下敷きになつた場含の救出活動 ◎行政機関べの救出要

避難誘導班 (0日 J会長 0交通安全部・自主防災会)
①避難命令の伝達 ②避難場所へ住民を誘導 ③避難通路の安全性の確認 ④避難者
の人員確認と掌握 ⑤膚護が必要な人への援助

給食給水班 (0副 会長 ・レデイースクラブ ・子ども会・自主防災会)
｀
    ①備警食料等による炊き出し ②救援物資(食事・飲料水等)の避難場所への運搬およ

び分配

(5)一時集含場所

国 人形塚公園  1区 、2区、3区、4区、6区、9区、10区
□ 見晴台公園 8区            '
□ 船田会館  5区 、7区、12区
□ 船田小学校  11区

(6)避難場所

□ 長房小攣校
11区 のみ 船田小学校

☆本部と避難場所との連絡要員は自主防災会が担当

4機痴部機鶴離総覇疵朧蠅帖鰤
1非常持ち出し品の用意(家族構成によって必需品の優先順位は変わつて<る)
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|夕顔雰票ご基氣鷹憲讐昌Ь輩霊
食・飲料

(3)常備薬
2家具の転倒防止
(1)寝室、子ども部屋には転倒するような家具は目かない
(2)日頃から家庭内で安全の場所を確認してお<こ と

3居住エリアの一時集含場所(避 難場所の確認
(1)一時集含場所  人形塚/AA園、見晴台公園(船田会館、
(2)避難場所 長房小学校

4災害用伝雷ダイヤルの活用
(1)1 7 1

(2)録書の場含 1 再生の場合 2
(3)市外局番から番号を入れる
(4)銀奮(30秒 以内)
(5)プッシュボタン式は1、 #入 力

5携 帯電話の災害用伝言板
災害用伝言板についてのホームベージ

船田小学校

討NTTド コモ
au/TU― KA

vodafone

h崎ガん申W.dOComo.cojp/
hゆt′′

…
・kddi,00」

h"ゾ/躙町・VOdafonejp/

6あれば便利 防災グッズ
現金、ラップ、ゴミ袋、ガスボンペ
トイレットベーバー、ゥェットテイッシュ、
のこざり、ノヽ一ル、金槌、多機能ナイフ

7復 lBの目安
ガス ～  2～ 3ヶ 月
電気 ～  7日 間ぐらい
水道 ～  lヶ 月ぐらい
電話 ～  14日 間ぐらい

01最書は1鰍 ::職戦彙繊潟憾燃麟競』

生理用品、水のいらない シャンプー

震災等に備え、町会は地域の実態を把握するために次の事項を調査しますので、会員の皆さんのご協力
をお願いいたします.

(1)一人暮らし

(2)要援護者(高齢者、寝たきり、目や耳 :音声、肢体の不自由な人)

(3)丼戸水の所葡者

(4)危険箇F~f

①道路 ②崖 ・土手 ・傾斜地 ③河川 ④避難ルートのプロック塀、看板、野穫みの資材 ◎その他

(5)貯水構                             
・

(6)防災資器材
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